
第２回 買物公園のあり方検討会議
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議事

１. モビリティの試乗について

２. 前回会議の振り返り

３. 買物公園エリアの現状について

４. エリアプラットフォームについて

  ア．他都市の事例紹介

  イ．各参加者のイメージするエリアプラットフォームについて

５．今後のスケジュール



１．モビリティの試乗について
(1)会議参加者向け電動キックボード走行体験会（本日実施）

 買物公園のあり方検討会議の参加者の一部の方に電動
キックボードを公道で体験走行していただきました。

試乗会の概要

日時：令和５年６月２９日（木） 13時～15時頃

場所：旭川駅前から神楽地区（公道上を周回）

内容：ガイドの指示に従い，縦列にて走行体験を行う。
   （事前に駅南側の舗装路面で操作説明を行う。）

・集合場所（駅南広場イオン側出口）

・イオン裏通路で操作説明

・クリスタル橋から神楽側へ

・ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ左折，永隆橋通左折

・氷点橋渡り，宮下通左折，

・昭和通左折

・クリスタル橋手前通路左折

※全長 約3.0km

走行ルート
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１．モビリティの試乗について
(2)旭川まちなかモビリティ体験会2023（今後予定）

 買物公園は歩行者専用道路であり，市民の憩いの場として利用され
ていますが，更なる滞在機能の強化，回遊性の向上による賑わい創出
の検証として，歩行者空間における乗り物（小型モビリティ）との共
存性や社会受容性を調査するため，歩行者空間（歩行者専用道路）で
も走行可能な小型モビリティなどの体験会を実施し，まちなかでの移
動に関する調査や，歩行者と乗り物との共存性に対する意見を把握す
ることを目的として実施します。

体験会の目的

出典：SEGWAY

Max Plus
出典：WHILL

WHILL model S
出典：WHILL

WHILL model C2
出典：WHILL

WHILL model F

モビリティ

体験会会場・試乗の範囲

WHILL（電動車いす） 電動キックボード

①WHILL事前受付モニター
1時間程度，4～8条通の間を自由に乗車

②WHILL当日受付モニター
15分程度，5～7条通の間で乗車を体験

③電動キックボード事前受付モニター
15分程度，2～3条通の間で乗車を体験

日時  令和5年7月1日（土）10:00～15:00
  ※雨天時は翌日へ順延
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２．前回会議の振り返り 3

①
魅力ある空間
とするには

②
チャレンジの

場

③
空間から生み出

すもの

④
交通（回遊性）

の問題

⑤
仕組み上の課題

●街路樹を生かし，
 季節変化を楽しめる
●子ども･親世代がいる
●大学生・若者を呼ぶ
●日常使い・
 日中の賑わい
●私的な機能の集積
●電気がついている
 安心感
●緑のネットワーク
●公園機能と買物機能
 が交差する空間
●目的となる空間
●芝生など憩いの場
●語り合える場所
●食の充実

●新しい担い手
●人とのつながり
●人づくり
●事業者が開業した
 いと思う空間
●働ける場所

●旭川らしい取組み 
 を象徴する拠点
●デザイン都市
●中心性への期待
●リピーター確保
●将来に向けたタネを
 まく
●周りの活性化につな
 げる
●イケてる空間
●旭川の情報を得られ
 る
●新しい形の官民連携
●「盛り上げる」とい
 う言葉がなくなるよ
 うに

●既存交通手段と新しい
 モビリティの整合
●自転車との親和性
●回遊性の創出
●回遊マップ（魅力ス
 ポットの把握）
●道路であることの限界
●駐車場

●検討会議で議論
●地域商店街など
 との連携・協力
●街路空間・道路
 空間の規制緩和
●イベントで
 利用しにくい
●「熱い思い」が
 反映されない

買物公園エリアの可能性や課題



２．前回会議の振り返り 4

①
魅力ある空間
とするには

②
チャレンジの

場

③
空間から生み出

すもの

④
交通（回遊性）

の問題

⑤
仕組み上の課題

買物公園エリアの可能性や課題

ライトな変化,書き換え

アジャイルなまちづくり
－実験を繰り返しながら,アップデートし続けるまちづくり－



３. 買物公園エリアの現状について 5

(1)買物公園エリアの位置づけ

・買物公園を含む中心市街地の方向性として，市民自らの手で「日常的ににぎわうまちなか」に向けて取組みを推進

・「動機付け（魅力・必要づくり）」の課題解決のため，推進方針として「多様な主体が自ら考え行動していく」

 ⇒エリプラの役割は多様な主体とゆるやかにつながる場となり，効果的な連携を図っていくことが求められている

旭川市中心市街地活性化基本計画（改定版）より

買物公園

検討エリア
（ 南北 900m 

×東西 250m ）



３. 買物公園エリアの現状について 6

(2)買物公園沿道の都市機能とグランドレベルの機能

・①～④ゾーン（旭川駅前エリア）は商業施設が中心に立地。⑤～⑧（平和通北エリア）は商業機能の

集積の他，飲食店併用住宅や事務所併用住宅など，住宅機能との複合した建物が多い。

・買物公園沿道建物のグランドレベルの業態を見ると，「小売業」及び「飲食店」が多くを占める一方

で，「駐車場」や「空きテナント・ビル」も散見され，にぎわいの連続性が損なわれている。

出典：H29都市計画基礎調査 出典：Google ストリートビューで確認・作図

沿道建物１Fの業態

ゾーン①～⑨の建物用途



３. 買物公園エリアの現状について 7

(3)買物公園内の通行量と南北での割合の比較

①

⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤
④
③
②

4条以北
平均通行量：2,399人

4条以南
平均通行量：10,792人

通行量調査実施箇所

・通行量は，コロナ禍のR2・R3年では落ち込んだが，R4から回復傾向にある。
・4条以北の通行量は，以南と比べると，約１／５程度と少ない。
・R1時点ではマルカツ前⑤が通行量が最も多かったが，R4時点では減少しイオンモール前
が相対的に多くなった。

買物公園通行量（7月金曜日）の推移

各地点における通行量の推移

123,291 103,289 123,302 84,639 73,119 87,538 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

調
査
未
実
施

数値は右図の地点①～⑫の通行者数合計値

通
行
量
（
人
）

①イオンモール

⑥オクノ   

②旭川宮下パーキング

⑦4条ローソン

③ツルハ旭川中央ビル
4条以南

⑧秋田堂 ⑨6条TIMES ⑩まちなかぶんか小屋 ⑪川村薬局 ⑫矢口歯科4条以北

出典：各年度旭川平和通買物公園通行量調査結果より作成

通
行
量
（
人
）

0 

10,000 

20,000 

30,000 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

④フィール旭川 ⑤マルカツ  

：R4

：R1

4条以北・以南通行量（地点の平均）R4年度

⑤マルカツ前

①イオンモール前



３. 買物公園エリアの現状について 8

(4)買物公園周辺の滞在人口 （平常時連休期間（10月）と食べマルシェ期間の比較）

・平常時と食べマルシェ時の滞在人口を比較すると，特に20代が約4倍，30代が約6倍に増加していた。

・訪れた方を属性別にみると，平常時と比べ勤務者なども増えるが ，「来街者」が約5.8倍と顕著に増加していた。

来街者 勤務者 居住者 来街者 勤務者 居住者

年代別の滞在人口

506 169 
908 

466 

10,593 

1,833 

0 

2,500 

5,000 

7,500 

10,000 

12,500 

15,000 

各
期
間
の
滞
在
人
口
（
人
）

食べマルシェ開催期間
（2022.9.18）

平常時の連休期間
（2022.10.9）

買物公園を中心とした約1km圏内のピーク時滞在人口
データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」

※範囲は買物公園を中心とした直径約1km
※年代別の滞在人口は，それぞれ3日間の11～13時における推計滞在人口の平均値
※訪れた方の属性別の滞在人口は，R4.9.18の滞在人口ピーク時間帯（11～13時）の推計滞在人口合計値

1,888 1,842
1,727

1,475

1,764 1,745

448
313

420 440
571 568

0

500

1,000

1,500

2,000

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

食べマルシェ開催期間

（2022.9.17-19）

平常時の連休期間

（2022.10.8-10）

（人）

訪れた方の属性別の滞在人口



３. 買物公園エリアの現状について 9

(5)滞在人口の時間的な変化

朝（8時台） 昼（12時台） 夜（21時台）

਴
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਴
಑
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8,000

メッシュ人口（人）

出典：RESAS 流動人口メッシュ（2022年9月）



３. 買物公園エリアの現状について 10

(6)観光客の来訪動向（旭川市内の観光入込客数，宿泊延数，外国人宿泊延数の推移）

・コロナ禍以前のH25-H30 までは宿泊延数，外国人宿泊延数共に右肩上がりで増加していた。一方で観光入込客数は横ばいであるため，
その要因の一つとして，1組当たりの宿泊日数が増加していることも想定される。

・コロナ禍のR2,R3についてはいずれの要素も大きく落ち込んでいるが，R4はR1と比較し観光入込客数は8割，宿泊延数については7割超まで
回復している。

旭川市観光入込客数，宿泊延数，外国人宿泊延数の推移

68.7 
74.4 

80.7 85.7 
93.6 

108.3 90.6 

40.3 37.9 

67.3 

4.9 8.6 
15.2 18.8 20.6 24.5 24.1 

0.1 0.1 4.9 

533.3 
535.0 553.0 531.0 535.7 527.1 507.9 

170.0 
160.2 

413.5 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 （万人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
0

20

40

60

80

100

120（万泊）

宿泊延数（泊） 外国人宿泊延数（泊） 観光入込客数（人）
出典：旭川市観光スポーツ交流部 観光客入込状況



３．買物公園エリアの現状について
(7)買物公園エリアで実施されている取組

７条緑道の「アダプト・プログラム」
 ・ボランティア，学生による景観づくり，植栽管理等
ワークショップ・勉強会等
 ・緑道から旭川の暮らしを考える
 ・７条緑道エコミュージアム，緑道新聞発行
緑道カフェ（パラソルとカフェセットの設置・管理）
※旭川まちなかマネジメント協議会のオープンテラスと協働

７条緑道のよりよい環境づくりのため，未来の旭川市民
のために心地良い空間づくりを自主的かつ積極的に行う
ことを目的として活動

団 体 の 概 要

主 な 取 組

緑道ワークス

緑道カフェ

植え込み

緑道近未来理想図(2022年10月作成)  
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３．買物公園エリアの現状について
(7)買物公園エリアで実施されている取組

12

旭川まちなかマネジメント協議会 まちなか交流館を運営
 （「交流館ショップ」地場産品の販売・PR）
イベント開催の各種申請支援や調整
市内各地の商店街をサポート
中心市街地でのイベントの開催
 ・オープンテラス ・まちなかビアガーデン
 ・まちゼミ    ・まいど！朝市
 ・まちなかツアー             など

旭川市の中心市街地活性化に向けて市内商店街振興組合
や商工会議所， 旭川市など官民あわせて15団体から構成
中心市街地活性化基本計画の枠組みの中で，イベント支
援や商店街サポートなどを実施

団 体 の 概 要

主 な 取 組

まちゼミ

まちなかビアガーデン まいど！朝市

交流館ショップ

オープンテラス

まちなかツアー



３．買物公園エリアの現状について
(7)買物公園エリアで実施されている取組
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ラクラクチケット
まちなかのお店の共通駐車券として，加盟店で買い物や食事を
すると，金額に応じて共通駐車券がもらえる制度
（駐車台数は約2,600台）

道路使用・占用許可（イベント利用条件について）

旭川市中心市街地出店促進補助金
・中心市街地の対象となる施設に出店される方に対して家賃の
 一部を補助
・補助金は，月額家賃の3分の1以内（千円未満切捨て。ただし，
 10万円を上限）を最大12か月間分交付

・条件【以下の他に営業内容の要件と補助対象者の要件があります】

1.店舗専用の出入口が道路に面している1階又は2階の空き店舗

2.店舗の外壁の一部が道路に面しており，当該道路から店舗の内部を見るこ

とが可能な構造であり，かつ店舗専用の出入口を有する1階部分の空き店舗

3.平和通買物公園エリア（宮下通から8条通の7丁目及び8丁目（ただし，宮

下通にあっては左，8条通にあっては右に限る））において，道路に面して

窓等を有し，営業時間内に営業していることが分かる構造となっている1階

から3階部分の空き店舗

4.集合住宅に併設予定の1階部分の営業用施設

条件１
 地域の活性化や賑わい創出のために行うこと
条件２
 旭川市を含む団体等が取り組むものか旭川市が支援するもの



３．買物公園エリアの現状について
(7)買物公園エリアで実施されている取組

14

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 備考

行事

主要事業

交
流
館
事
業

ショップ
運営

ギャラリー

HPブログ

「まちなかツアー」「５条通７・８丁目界隈散歩」「水曜市」

・月または期ごとに，目玉となる「特設コーナー」を開設    
・ショップでしか買えない限定品の発掘
・ネットショッピングの充実    
・サイネージによるPRの充実  
・市キャラクターグッズ，旭山動物園グッズの充実 
・上州アイヌ関連グッズの発掘
・広報宣伝の強化（交流館ショップリーフレットの新規作成）
・（SNS・「市広報誌」・フリーペーパー・ラジオ・TV・地元ケーブルテレビ等の活用，近隣主要ホテルとの連携強化，近隣集合住宅，ホテル等へのポスティング）

凡例

28                                              27オープンテラス2023・クイズラリー

第13回まちなか学生映画祭

 下

緑道文化まつり
・野外映画祭（3日間）

 上 

主体事業

(事務局主体
で行う事業)

協賛事業

・ぬり絵コンテスト他
・ギャラリー展  まちなか写真展（旭川八景他，旭川サンタラン他），パネル展（ぐるっと江丹別，北方領土返還要求他）
         影像展（Let’s農，まちなか学生映画祭，買物公園のあゆみ，買物公園50周年記念動画他）

・内容の充実とビジュアル面の強化を推進
・最新かつ必要な情報をスピーディに発信
・ネットショッピング環境の整理

フードテラス
2 階未使用ス
ペースの一部
を 「 ギ ャ ラ
リー」として
活用，市民参
加型のコンテ
スト，作品展
や映像展を通
年実施して交
流館への誘因
を図る

音楽大行進・ミュージックウィーク
3  11

食べマルシェ

16  18

冬まつり

上～中

3 5

夏まつり

24  25

大道芸

21  

上川社祭り

第12 回フードテラスまつり春

下  

まちなかクリスマス

下   ～    下

親子で楽しむカボチャランタン作り
下 親子で楽しむ収穫体験ツアー上～中

地酒で乾杯まちなかビアガーデン2023
14  25

第11回フードテラスまつり秋

上 雪だるま作成

 上 

協力事業

(他の団体と
協力の事業)

 1  

市民の日

2                 10

まいど！朝市
第15回まちゼミ

１   ～     15



４．エリアプラットフォームについて 15

ア．他都市の事例紹介

新虎通りエリアプラットフォーム（東京都港区）

中土手町まちづくり推進会議
（文化交流エリア周辺地域エリアプラットフォーム）（青森県弘前市）

池袋エリアプラットフォーム（東京都豊島区）

自由が丘エリアプラットフォーム協議会（東京都目黒区）



４．エリアプラットフォームについて 16

道路空間活用の申請が容易となり，事業者が
歩行者空間内でオープンカフェ等をしやすくなる

⇒道路内の賑わい創出につながる

新虎通りエリアプラットフォーム協議会（東京都港区）

オープンカフェ

道路空間を活用する町会や商店会等の地域活動の担い手と行政等の
公共空間の管理者をエリアプラットフォームが橋渡し

交通管理者 道路管理者

公園指定管理者

公共空間の活用の申請

道路内建築の利用

活 動 の 担 い 手

商店会

             地域の企業・事業者         地域の学校

町会

       地域の住民 地域で活動する団体

従前の問題点：手続きの煩雑さにより，事業者個々の

利用回数が伸びない

事業者が個別に道路管理者に手続きを実施

出典　新虎通りエリアマネジメント：https://shintora-am.jp/about/future/

公園管理者

公共空間の活用申請をエリアプラットフォームが担い，事業者による円滑な活用を推進
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まちなかアートピクニック
（令和２年度）

アートと公共的空間利活用により，
エリア価値を高めるための社会実験を実施

課題
・中心市街地の衰退：民間事業者や個店，不動産オーナーなどの関係者を巻き

込んだ活性化策の検討と試行が必要。

・若者，学生の流出：まちへの触れ合いによる愛着の形成と共に，創業・起業

のサポート体制が必要。

ウォーカブルを味わうプレ事業
（令和４年度）

居心地が良い空間の提供のために，エリア
中心の土淵川沿いでプレイスメイキング

エリアリノベーション
（うら道小道魅力向上事業）

・既存ストックの活用等によるウォーカ
ブルに資する自主的な事業

・人材の育成を行うプログラムを構築し，
後に続く民間プレーヤーの育成を支援

・自立したまちづくり組織の設立

中土手町まちづくり推進会議（文化交流エリア周辺地域エリアプラットフォーム）（青森県弘前市）

地方部における中心市街地の衰退等の課題解決に向け，地域組織等が連携し，空間活用の取組みを推進

まちづくりプレイングマネージャー
（令和４～８年度）

プレイスメイキング（居心地が良い空間づくり事業）
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池袋エリアプラットフォーム（東京都豊島区） 出典：池袋エリアプラットフォーム設立趣意書

池袋エリアプラットフォームが目指すまち

推進体制

池袋エリアの企業，団体，行政機関が
一体となり情報共有・検討・連携

取組イメージ（地域既存の取組の拡大）
○公共空間の活用

IKEBUKURO LIVING LOOP

○グリーンインフラ

要町通り並木道 区庁舎（豊島の森）
屋上緑化・雨水管理

○モビリティの導入・活用促進

LUUP（電動キックボード） アイカサ
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池袋エリアプラットフォーム（東京都豊島区）

【取組み施策の例（池袋エリア）：ベビーカー貸出・乗り捨てサービス】
子育て世代が回遊しにくい
⇒子育て世代の店舗オーナーが発意で子育て世代が回遊できるまちにしたい！

子育て世代の回遊行動の促進

出典：豊島区HP

エリア内の企業等との連携

公共と民間が空間の提供
（ベビーカーの設置），

窓口対応を実施

民間サービスを活用

Jeki（株）JR東日本企画
「ベビーカーレンタルサービス」×

課題

エリア内の店舗等経営者が想うまちの課題認識を，エリアプラットフォーム参画企業等と共有し，連携した取組みを推進
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自由が丘エリアプラットフォーム協議会（東京都目黒区）

エリアプラットフォームの取りまとめを行うまちづくり団体が，
エリアプラットフォームで共有した各種地域情報を，HPを通じて集約・発信
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各地域のエリアプラットフォーム取組み一覧
新虎通りエリア
プラットフォーム
（東京都港区）

中土手町まちづくり推
進会議

（青森県弘前市）

池袋エリア
プラットフォーム
（東京都豊島区）

自由が丘エリア
プラットフォーム
（東京都目黒区）

௓
ਤ
৬
਑

（
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

へ
の
参
加
団
体
等
）

居住者 ● ● ✖ ●

店舗事業者 ● ● ● ●

民間企業 ● ● ● ●

商店会・町会 ● ● ● ●

大学 ● ● ● ●

行政 ● ● ● ●

都市再生推進法人 ● ✖ ✖ ●

਄
ੌ
␟
঳
୻
␠

公共空間活用
（道路・公園等）

●
都市再生推進法人が実施

●
エリアプラットフォームが実施

●
地元企業，商店街等が実施

●
都市再生推進法人が実施

歩行者利便増進道路 ●
都市再生推進法人が実施

✖ ✖ ✖

モビリティ支援
（人・荷物等）

▲
未来ビジョンに記載

✖ ●
エリアプラットフォームが実施

▲
未来ビジョンに記載

地域情報の発信 ●
都市再生推進法人が実施

●
エリアプラットフォームが実施

●
エリアプラットフォームが実施

●
都市再生推進法人が実施

未来ビジョンの策定 ● ● ▲
策定に向けて検討中

●
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イ．各参加者のイメージするエリアプラットフォームについて

買物公園で立ち上げるエリアプラットフォームについて
皆さんの意見をお聞かせください！
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 第１回
 (5月)

 第6回
 (12月)

 第5回
 (10月)

 第4回
 (9月)

 第3回
 (7月)

 第2回
 (6月)

 第8回
 (3月)

 第7回
 (1月)

未来ビジョンプラットフォーム 調査･分析R6社会実験時期／主な項目

動態調査
WEBアンケ
ヒアリング

課題抽出

対策･施策の検討
未来ビジョン素

案

ロードマップ作成

あり方検討会議

計画準備

あり方検討会議スケジュール(予定)

未来ビジョン
とりまとめ

計画書
とりまとめ

エリアプラット
フォームの構築

会議の目的
今後のスケジュール

策定の目的
プラットフォームの

目的･役割 実験の目的

先進事例等の紹介
R5体験会内容提示

買物公園位置付け
既往の取組整理

未来ビジョン素案
議論

地域特性
継続可能な

体制の構築①

現状分析
R5体験会結果報告

エリア分析内容提示
継続可能な

体制の構築②

目指す将来像
各段階の取組内容

実験の内容①
(何をするのか)

取組施策
役割分担

実験の内容②
(どこでするのか)

エリアプラットフォー
ム組織 (役割分担)

課題等
踏まえ

施策に
反映構成員

役割確認 実験の内容③
(結果どうするのか)

先進事例等の紹介
R5体験会実施

分析データから得た
課題への議論等

施策等の検討


